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水
・
土
壌
環
境

下
水
道
の
科
学
技
術
活
用
促
進

水
質
基
準
と
省
エ
ネ
な
ど
議
論

京
都
で
Ｇ
Ａ
Ｍ
初
会
合
を
開
催

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｇ
Ａ
Ｍ

（Gesuido Academic 
Mapping

）」
と
は
、
産
官
学

で
連
携
し
、
下
水
道
分
野
の

学
術
研
究
を
促
進
す
る
同
省

の
研
究
開
発
事
業
の
一
つ
。

　

今
回
の
会
合
は
、
京
都
大

学
で
先
月
19
日
ま
で
開
か
れ

て
い
た
「
環
境
工
学
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
合
わ
せ
て

開
か
れ
た
。
科
学
技
術
を
活

用
し
た
行
政
課
題
の
解
決
を

目
指
す
試
み
と
し
て
、
セ
ン

タ
ー
内
を
視
察
後
、
各
自
治

体
の
現
場
担
当
者
と
研
究
者

が
意
見
交
換
す
る
も
の
で
、

全
12
名
の
研
究
者
と
21
の
自

治
体
が
参
加
し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｍ

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
今
回
が

初
め
て
。

　

意
見
交
換
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
、
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
施
。

参
加
者
は
事
前
に
下
水
道
事

業
の
悩
み
・
課
題
や
質
問
事

項
を
提
出
し
て
お
り
、
質
問

に
沿
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
な
ど
、
闊

達
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
は
、

九
州
大
学
の
楠
田
哲
也
教
授

が
「
雨
水
の
影
響
が
少
な
い

と
き
の
処
理
水
の
水
質
基
準

が
上
限
値
で
な
く
日
平
均
に

な
る
と
、
処
理
の
際
に
ど
の

程
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
節

約
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
」

と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
関
連

し
、
兵
庫
県
は
季
節
別
運
転

の
取
り
組
み
を
紹
介
。
こ
の

と
き
、Ｂ
Ｏ
Ｄ（
生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量
）
は
通
常
よ
り

効
果
を
高
め
た
自
治
体
は
な

か
っ
た
。

　
「（
水
質
基
準
値
を
上
げ
れ

ば
）
省
エ
ネ
が
も
っ
と
簡
単

に
な
る
。
制
度
上
の
問
題
」

と
す
る
楠
田
氏
の
発
言
に
対

し
、「
現
在
は
長
年
蓄
積
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
で
調
整
し
て
お
り
、

（
水
質
基
準
を
）
上
げ
る
に
は

シ
ス
テ
ム
化
す
る
必
要
が
あ

る
」「
１
年
間
で
（
時
期
に
よ

り
流
入
量
が
変
動
す
る
た
め
）

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
な
が
ら

（
制
御
を
）
行
う
の
で
、
違
う

基
準
で
行
う
の
は
難
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
た
。

高
い
数
値
が
出
る
も
の
の
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
「
変
わ

ら
な
か
っ
た
」と
い
う
。水
処

理
過
程
で
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
消
費
す
る
送
風
機
が
「
オ

ン
と
オ
フ
し
か
な
い
」
た
め
、

送
風
量
を
調
整
で
き
な
い
こ

と
が
主
な
原
因
だ
っ
た
。

　

同
じ
グ
ル
ー
プ
で
、
処
理

場
を
制
御
し
水
質
を
調
整
す

る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

水
ｉ
ｎ
ｇ
が
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式

で
受
注
し
た
静
岡
県
志
太
広

域
事
務
組
合
所
管
の
新
藤
枝

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
建
設
予

定
地
で
、
先
月
16
日
、
起
工

式
が
行
わ
れ
た
（
写
真
）。

　

同
社
は
１
９
９
５
年
、
前

身
の
荏
原
製
作
所
と
し
て
同

組
合
に
し
尿
処
理
施
設
を
納

入
し
、運
転
維
持
管
理
も
行
っ

て
き
た
。
新
施
設
は
処
理
能

力
１
６
０
㌔
㍑
（
し
尿
日
量

５
㌔
㍑
、
浄
化
槽
汚
泥
同
１

５
５
㌔
㍑
）
で
、
リ
ン
回
収

設
備
も
設
置
さ
れ
る
。
総
合

評
価
一
般
競
争
入
札
で
受
注

し
、
契
約
価
格
72
億
円
（
税

抜
）。
工
期
は
２
０
２
１
年
３

月
ま
で
、
運
転
維
持
管
理
期

間
は
同
年
４
月
か
ら
15
年
間

の
予
定
。

　

式
典
で
水
谷
重
夫
社
長
は
、

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を
採
用
し
た
組

合
に
対
し
、「
今
後
の
イ
ン
フ

ラ
施
設
発
注
の
あ
り
方
の
新

し
い
姿
を
選
択
さ
れ
た
こ
と

は
非
常
に
画
期
的
な
こ
と
」

と
述
べ
、
同
施
設
で
の
実
績

を
活
か
し
て
「
安
全
、
安
心
、

安
定
的
な
管
理
を
行
う
」
と

強
調
し
た
。

　

し
尿
処
理
施
設
に
関
し
て
、

同
社
は
57
年
に
静
岡
県
熱
海

市
に
初
号
機
を
納
入
後
、
こ

れ
ま
で
全
国
約
４
２
０
カ
所

に
建
設
。
現
在
稼
働
す
る
９

３
８
の
施
設
の
う
ち
１
５
０

を
同
社
が
手
掛
け
て
い
る
。

　

訂
正　

１
月
９
日
付
５
面

の
記
事
「
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

Ｊ
Ｉ
Ｓ
改
正
」
中
で
、「
Ｊ
Ｉ

Ｓ
制
定
後
60
年
ぶ
り
の
改
正

と
な
る
」
と
し
た
箇
所
は
、

「
60
年
ぶ
り
の
抜
本
改
正
」
が

正
確
な
表
記
で
し
た
。
ま
た
、

同
記
事
中
の
「
歩
道
用
の
14

㌧
対
応
も
規
定
」
に
つ
い
て

も
、
正
確
に
は
「
歩
道
に
も

利
用
可
能
な
」
で
し
た
。
こ

こ
に
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

張
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

抱
負
を
語
っ
た
。

関
西
の
発
展
に
向
け
、

結
束
と
連
携
を
強
化

水
道
関
係
５
団
体
・

関
西
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

　

関
西
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

と
水
道
関
係
５
団
体
（
日
本

水
道
協
会
、
日
本
下
水
道
協

会
、
日
本
工
業
用
水
協
会
、

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
、
給
水
工
事
技
術
振
興
財

団
）
に
よ
る
新
年
賀
詞
交
歓

会
が
９
日
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

大
阪
で
開
催
さ
れ
た
（
写

真
）。

　

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
関
西
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

の
玉
井
得
雄
理
事
長
は
、
多

く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
昨

年
を
振
り
返
り
、「
水
道
は

日
々
の
生
活
・
命
に
つ
な
が

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
。
我
々
は

支
え
合
い
を
よ
り
強
固
に

し
、
広
域
的
な
結
び
付
き
や

相
互
支
援
に
向
け
、
官
民
あ

げ
て
積
極
的
に
行
動
し
、
災

い
を
絆
に
替
え
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
強
調
。
経

済
の
活
況
を
見
込
む
万
博
開

催
に
も
触
れ
、「
関
西
が
大

き
く
発
展
す
る
機
会
と
捉

え
、
関
係
各
諸
団
体
と
官
民

の
枠
を
超
え
た
連
携
を
通
し

て
、
次
世
代
へ
の
事
業
の
発

展
的
な
継
承
に
寄
与
す
る
た

め
、
会
員
相
互
の
結
束
強
化

に
取
り
組
む
」
と
力
を
込
め

た
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海

洋
汚
染
問
題
へ
の
注
目
が
高

ま
り
、
報
道
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
で
は
、
周
囲
を
海
に

囲
ま
れ
た
日
本
の
漂
着
ご
み

は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

市
街
地
の
散
乱
ご
み
の
一

部
は
、
雨
や
風
に
運
ば
れ
て

川
に
流
れ
込
み
、
海
ま
で
流

れ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た

陸
域
起
因
の
生
活
ご
み
に
加

え
て
、
海
岸
の
置
き
捨
て
ご

み
、
船
か
ら
出
る
ご
み
、
逸

失
漁
具
や
遺
棄
漁
網
な
ど
の

多
種
多
様
な
ご
み
は
、
海
流

と
風
で
移
動
し
ま
す
。
強
い

海
流
や
、
季
節
風
の
影
響
を

受
け
る
地
域
に
は
、
た
く
さ

ん
の
ご
み
が
繰
り
返
し
運
ば

れ
て
き
ま
す
。
海
流
や
風
を

受
け
止
め
る
向
き
に
浜
が
開

け
て
い
る
と
、
運
ば
れ
て
き

た
ご
み
が
打
ち
あ
が
っ
て
漂

着
ご
み
と
な
り
ま
す
。

　

海
洋
ご
み
の
代
表
的
な
も

の
が
漂
着
ご
み
で
す
が
、
ほ

か
に
海
面
や
海
中
を
漂
っ
て

い
る
漂
流
ご
み
と
、
海
底
に

沈
ん
だ
海
底
ご
み
（
ま
た
は

沈
積
ご
み
）
が
あ
り
、
広
い

海
全
体
に
い
っ
た
い
ど
れ
く

ら
い
の
ご
み
が
存
在
し
て
い

る
の
か
、
正
確
な
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の

Roland

ら
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
に
生
産
さ
れ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
は
83

億
ト
ン
に
上
る
と
の
こ
と
で

す
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
の

Jambeck

の
研
究
で
は
、

生
産
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
ご
み
に
な
っ
て
海
に
漏
れ

出
す
割
合
は
３
％
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
量

か
ら
推
計
す
る
と
２
億
５
千

万
㌧
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
ご

み
に
な
っ
て
海
に
流
出
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
の
沿
岸
を
海
域
別
に

見
て
い
く
と
、
太
平
洋
側
に

比
べ
、
日
本
海
と
東
シ
ナ
海

の
沿
岸
で
、
ご
み
の
漂
着
が

顕
著
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
対
馬
暖
流
が
流

れ
込
む
日
本
海
は
閉
鎖
性
が

高
く
、
冬
季
に
は
中
国
大
陸

側
か
ら
日
本
列
島
に
向
か
う

北
西
の
季
節
風
が
吹
き
、
ご

み
を
海
岸
に
打
ち
上
げ
ま
す
。

　

ご
み
が
繰
り
返
し
漂
着
し

や
す
い
気
象
と
地
形
の
条
件

が
揃
っ
て
し
ま
っ
た
日
本
海

と
東
シ
ナ
海
沿
岸
の
中
で
も
、

離
島
地
域
は
特
に
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
流
れ
着

く
ご
み
は
、
自
分
達
が
出
し

た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

川
や
海
流
の
上
流
地
域
か
ら

流
れ
て
く
る
よ
そ
か
ら
の
ご

み
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
多
く
の
離
島
で
は
、
高

齢
化
や
過
疎
化
の
た
め
に
ご

み
が
大
量
に
流
れ
つ
い
て
も
、

回
収
の
人
手
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

島
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
と
し
て
も
、
集
め

た
ご
み
を
島
内
で
処
理
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
島

の
ご
み
処
理
施
設
は
、
島
民

の
生
活
か
ら
出
る
ご
み
を
処

理
す
る
た
め
の
規
模
な
の
で
、

濡
れ
て
塩
分
が
付
着
し
、
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
ご
み
が
混

ざ
っ
て
分
別
し
き
れ
な
い
よ

う
な
大
量
の
漂
着
ご
み
の
処

理
は
難
し
く
、
島
外
へ
の
搬

出
や
、
高
額
の
処
理
費
を
負

担
し
て
産
廃
処
理
施
設
で
処

理
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
海
岸
を

汚
し
て
い
た
ご
み
が
、
山
間

の
埋
め
立
て
処
分
場
に
移
動

す
る
だ
け
と
い
う
状
況
さ
え

あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
多
重
の
苦
労
が
あ

る
中
で
も
、
工
夫
と
努
力
を

重
ね
て
海
の
ご
み
に
立
ち
向

か
っ
て
い
る
地
域
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
、

長
崎
県
の
対
馬
市
で
は
長
年

に
渡
っ
て
、
海
の
ご
み
に
つ

い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
例

え
ば
、
以
前
は
数
千
万
円
を

か
け
て
、
海
ご
み
の
島
外
搬

出
と
処
理
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
集
め
た
ご

み
の
徹
底
し
た
分
別
と
リ
サ

イ
ク
ル
、
木
質
系
の
漂
着
物

の
脱
塩
実
験
な
ど
を
行
な
い
、

今
で
は
す
べ
て
島
内
で
処
理

し
て
い
ま
す
（
一
部
の
処
理

困
難
物
は
島
内
の
産
廃
処
分

場
で
埋
め
立
て
）。

　

ま
た
、
対
馬
は
韓
半
島
か

ら
漂
流
し
て
く
る
ご
み
が
目

立
つ
地
域
で
も
あ
り
ま
す

が
、
十
数
年
前
か
ら
韓
国
の

学
生
た
ち
と
市
民
の
交
流
を

兼
ね
た
海
岸
清
掃
活
動
が
続

け
ら
れ
、
近
年
は
高
校
生
の

交
流
事
業
も
始
ま
り
ま
し

た
。
海
岸
清
掃
活
動
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
、
海
洋
ご
み

問
題
の
普
及
啓
発
に
市
役
所

と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む

中
間
支
援
組
織
も
発
足
し
、

意
欲
的
に
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
努
力
が
実
を
結

ぶ
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時

間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す

が
、
本
来
の
美
し
い
海
岸
線

を
取
り
戻
そ
う
と
励
む
人
た

ち
が
各
地
に
い
る
こ
と
を
、

海
の
ご
み
問
題
に
取
り
組
む

一
人
と
し
て
心
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
、
京
都
市
の
鳥
羽
水
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
Ｇ
Ａ
Ｍ
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
会
合
」
を
開
催
し
、
下
水
道
行
政
の
課
題
と
科
学
技
術

の
利
用
に
向
け
て
、
研
究
者
と
自
治
体
の
担
当
者
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
水
質

基
準
の
上
限
値
変
更
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

ＪＥＡＮ事務局長

小島 あずさ

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

現
場
か
ら
の
報
告日

本
沿
岸
の
離
島
に
大
量
の
海
ご
み

 
努
力
重
ね
立
ち
向
か
う
地
域
も

長崎県対馬市の海岸のひとつ

③

国 交 省

水
ｉ
ｎ
ｇ 

新
設
の
し
尿
処
理
施
設

志
太
広
域
組
合
で
起
工
式

　

―
―
今
回
の
法
改
正
等
で

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
点

は
。

　
「
個
人
的
に
考
え
る
ポ
イ
ン

ト
は
、
中
央
環
境
審
議
会
第

２
次
答
申
案
に
掲
載
さ
れ
た
、

『
別
表
７
：
実
施
措
置
を
行
う

に
当
た
っ
て
の
要
件
と
し
て

新
た
に
定
め
る
べ
き
技
術
的

基
準
』
に
あ
る
内

容
で
あ
る
。

　

改
正
前
の
土
対

法
で
は
、
汚
染
源

で
の
基
準
適
合
を

求
め
て
い
た
が
、

改
正
土
対
法
の
考

え
方
で
は
、
基
準

適
合
地
点
を
要
措

置
区
域
の
地
下
水

の
下
流
側
、
か
つ
、

要
措
置
区
域
の
指

定
の
事
由
と
な
っ

た
飲
用
井
戸
等
よ

り
地
下
水
の
上
流

側
の
地
点
で
、
基

準
適
合
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
れ

ば
適
切
な
措
置
と

し
て
認
め
る
、
と

い
う
考
え
方
。
こ

の
こ
と
は
、
土
対

法
の
目
的
が
汚
染

土
壌
の
除
去
で
は

な
く
、
健
康
被
害

の
発
生
防
止
に
あ

る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
米
国
等

で
は
広
く
理
解
さ
れ
て
い
る

『
Ｒ
Ｂ
Ｃ
Ａ
（
リ
ス
ク
に
基
づ

く
修
正
措
置
）』
に
近
づ
く
も

の
で
、
土
壌
汚
染
と
い
う
リ

ス
ク
は
『
あ
る
と
安
心
で
き

な
い
』
で
は
な
く
、『
あ
っ
て

も
、
適
切
に
管
理
す
れ
ば
安

全
』
と
い
う
、
大
人
の
考
え

方
だ
。
そ
れ
は
、
過
剰
な
措

置
を
回
避
す
る
こ
と
に
な
る
」

　

―
―
そ
の
見
直
し
で
土
地

所
有
者
等
の
状
況
は
ど
う
変

わ
る
と
見
て
い
る
か
。

　
「
こ
の
見
直
し
は
過
剰
な
措

置
の
回
避
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。
し
た
が
っ

て
、
土
地
所
有
者
等
に
と
っ

て
は
、
措
置
の
面
に
お
い
て

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
る
。
こ
の
こ
と
は
、
調
査

や
措
置
の
実
施
が
増
加
し
、

強
い
て
言
え
ば
、
土
壌
汚
染

の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、

実
態
に
添
っ
た
措
置
が
実
施

さ
れ
、
結
果
と
し
て
土
壌
汚

染
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
さ
ら
に
、
土
壌
汚
染
が

広
く
理
解
さ
れ
、
汚
染
土
壌

の
あ
る
土
地
の
所
有
者
等
の

心
理
的
な
負
担
も
軽
減
さ
れ

る
」

　

―
―
そ
の
ポ
イ
ン
ト
で
懸

念
さ
れ
る
点
、
課
題
と
思
う

点
は
。

　
「
日
本
で
は
、
土
壌
汚
染
を

含
め
て
『
リ
ス
ク
』
は
『
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
も
の
』
と
い

う
考
え
が
基
本
に
あ
る
と
思

う
。
し
か
し
、
社
会
生
活
を

送
る
上
で
は
リ
ス
ク
は
避
け

て
通
れ
な
い
。
例
え
ば
、我
々

は
平
成
の
30
年
の
間
に
阪
神

大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の

よ
う
な
歴
史
的
な
地
震
災
害

を
経
験
し
て
き
た
。
今
で
も

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
騒
が

れ
て
い
る
。
地
震
災
害
と
い

う
リ
ス
ク
を
『
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
』
と
考
え
る
の
で
あ

れ
ば
、
少
な
く
と
も
日
本
に

は
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
リ

ス
ク
』
は
あ
る
も
の
だ
」

�

（
続
く
）

　

今
年
４
月
１
日
に
改
正
土
壌
汚
染
対
策
法
や
東
京
都

の
改
正
環
境
確
保
条
例
が
施
行
と
な
り
、
土
壌
環
境
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
る
。
今
回
の
制
度

改
正
は
重
要
な
点
が
多
岐
に
わ
た
る
が
、
識
者
は
ど
こ

に
改
正
点
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
い
る
の
か
。
今
回
は
土

壌
汚
染
調
査
の
専
門
家
で
あ
る
西
田
道
夫
氏
に
話
を
聞

い
た
（
全
２
回
）。

エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
タ
ー 

◎
名
古
屋
悟

注目は「新たに定めるべき
技術的基準」の内容

⑲

識者に聞く制度改正のポイント　西田 道夫 氏（上）

新
年
賀
詞
交
換
会

適
正
な
水
道
料
金
へ

理

解

促

進

を

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合
会

　

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
は
８
日
、
東
京
都
新
宿
区

の
ヒ
ル
ト
ン
東
京
で
、
新
年

名
刺
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
木
股
昌
俊
会
長
は
昨
年
を

振
り
返
り
、「
ま
さ
に
災
害

の
多
い
年
で
あ
り
、
多
く
の

地
域
で
大
変
な
被
害
が
あ
っ

た
。
上
下
水
道
施
設
の
被
害

も
甚
大
と
な
り
、
イ
ン
フ
ラ

設
備
の
基
盤
強
化
は
、
ま
さ

に
喫
緊
の
課
題
だ
と
実
感
し

た
」
と
指
摘
。

　

一
方
、
昨
年
12
月
に
水
道

法
改
正
案
が
成
立
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、「
水
道
事
業
の

基
盤
強
化
に
向
け
て
、
道
筋

が
大
き
く
開
か
れ
た
。
水
道

界
全
体
が
直
面
す
る
課
題
を

解
決
し
、
強
靭
で
安
全
、
持

続
可
能
な
水
道
事
業
を
促
進

す
る
も
の
だ
」
と
評
価
し
、

そ
の
上
で
「
将
来
に
わ
た
っ

て
水
道
事
業
を
維
持
す
る
た

め
の
適
正
な
料
金
の
設
定
に

つ
い
て
も
国
民
の
関
心
・
理

解
を
深
め
て
い
く
仕
組
み
づ

く
り
が
重
要
で
は
な
い
か
。

皆
様
に
知
恵
を
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
」な
ど
と
訴
え
た
。

ス
ク
ラ
ム
組
み

課
題
解
決
を

下
水
施
設
協
・
東
京
設
備
協

　

日
本
下
水
道
施
設
業
協
会

と
東
京
下
水
道
設
備
協
会
は

８
日
、
東
京
都
中
央
区
の
ロ

イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
、

新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し

た
。

　

日
本
下
水
道
施
設
業
協
会

の
木
股
昌
俊
会
長
は
開
会
の

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
下
水

道
施
設
の
老
朽
化
が
急
速
に

進
行
す
る
中
、
対
策
は
緒
に

就
い
た
ば
か
り
。
老
朽
化
施

設
の
再
構
築
は
ま
さ
に
喫
緊

の
課
題
だ
。
民
間
の
力
が
大

き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
今
、

全
力
で
挑
戦
し
た
い
。
私
ど

も
施
設
業
協
会
と
東
京
設
備

協
会
は
、
い
ま
一
度
ス
ク
ラ

ム
を
組
み
、
猪
突
猛
進
、
課

題
解
決
に
向
け
ト
ラ
イ
し
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
あ

い
さ
つ
し
た
国
土
交
通
省
の

森
岡
泰
裕
下
水
道
部
長
は
、

「
昨
年
の
自
然
災
害
多
発
を

受
け
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
の
対
策
と
し
て
、
今

年
度
の
補
正
予
算
や
来
年
度

予
算
で
、
近
年
に
な
い
増
額

を
示
し
た
。

　

下
水
道
全
体
の
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
で
皆
さ
ん
と
共
闘

し
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
頑

木股会長

楠田氏

森岡下水道部長

1986年創刊
 浄化槽に関する我が国唯一の専門誌 月刊 浄化槽

年間購読料
12,340円 

（税・送料込み）
1冊1,130円（税込み）

【巻頭特集】
　浄化槽の諸技術に係わる新展開の動向や取り組み、
　生活排水処理計画に係わる市町村の取り組みと課題、
　水環境保全に関する情報等、毎月、巻頭で特集します。
【技術報告】
　浄化槽の処理機能、維持管理・清掃技術等に関する情報
　・事例等、浄化槽技術者の知見をお届けします。
【浄化槽Q&A】 
　浄化槽の保守点検・清掃・法定検査の現場からの疑問・
　質問等を専門家がお答えします。
【官庁情報】
　浄化槽に関する各省庁の施策・取り組み、年度予算など
　の情報、及び水環境行政の新しい動向をお届けします。
【各種資料】
　浄化槽の行政組織・統計資料、その他、水環境に関する
　資料

が「月刊浄化槽」に
併載されます。
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1月号
特別講演：喜多村悦史
生活排水処理改革
━持続可能なインフラ整備のために━


